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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は第１部から第３部までの全8章から構成されている。 
 序章では、独立以来のインド経済の変遷を跡づけ、人口の急激な増加を確認したあと、雇用構造と失業率の
変化が解説されている。 
 第１部は第1-3章構成である。第１章では、近年、雇用が停滞している組織部門のなかでも組織部門製造業
に焦点をしぼって，その雇用停滞の原因が検討されている。第２章では、急増する労働人口を吸収してきたIS
（インフォーマルセクター）の様々な実態が多角的な視点から紹介されている。各種の統計資料や多数の先行
研究を利用しながら、その特徴として極端な低収入・雇用の不安定性・参入の困難さなどが指摘されている。
第３章では、女性労働者の実態が検討されている。女性労働は、性差別イデオロギー・制度的要因（女性労働
を保護する法規の存在）・経済的要因（労働過剰経済下の雇用機会不足）・統計上の問題などで「見えざる労
働」になりやすいことが指摘されているが、1980年代以降、女性の労働力化が進展していることが明らかにさ
れている。 
 第２部は第4-6章である。第４章では、先行研究のサーベイを通じて、植民地期における工業化のなかでみ
られたインド労働市場の特質が照射されている。ジョバーによる労働調達システム（あるいはカーストや地縁
によるコネクション）に象徴されるような労働市場の閉鎖性が描かれている。第５章では、グジヤラート州ア
フマダーバード市における工場調査（1991年）の成果をもとに、労働者の個人的属性、労働調達システム、収
入の構造、工場内外におけるモビリテイの各側面が分析されている。第６章では、インド政府の労働法制の内
容とその履行の実態を論じ、さらに労働組合運動の特徴にまで論は及んでいる。主に組織部門労働者を保護す
るための、労働法制の整備や労働組合の組織化およびその特徴が検討されている。 
 第３部は第7-8章である。第７章では、労働市場の流動化をめぐる動きに注目する。特に1980年代から企業
はさまざまな形で、いわゆるリストラ的な取り組みを進めていった。そうしたもとでの労働市場の規制緩和を
目指す政府による労働政策の伝換に対して、労働者や労働組合の激しい抵抗が生じた。しかし、実態としては
こうした状況のもとで活動した労働組合はごく一部の労働者のためのものに過ぎなかったと指摘している。 
 第８章では、雇用流動化がいかなる事態を生み出したのかについて、1998年に実態調査（アフマダーバード
工場労働者に対する追跡調査、デリーの閉鎖工場の事例研究）行い、そうした結果をもとに 組織部門労働市場
の硬直化、組織部門雇用の伸び悩み、一方での雇用の非正規化、第３次産業における雇用の拡大といった 90
年代の状況を見通している。終車では、今徒のインドにおける雇用の課題として8点を指摘している。 
 以上のように、本論文は独立後インドの経済発展を労働という側面から照射した極めて意欲的な研究であり、
特にインフォーマルセクターに視点を据えてまとめられている点が特徴的である。 
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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本論文は大きく分けて3つの学術的貢献に寄与しているといえる。その第１は、インフォーマルセクター研
究としての先駆性である。1970年代あたりから1980年代にかけて、途上国のインフォーマルセクターが大き
な問題となって現れ出でた。著者は当時からこの問題に強い関心を示し、早くも80年代の前半からその研究に
着手していた。わが国の研究状況からすれば、非常に早い反応であったということができる。当時までの途上
国研究といえば、まだ文献や資料に頼ることが多く、現地に赴いて実態調査をすることは極めて少なかったと
いってよいであろう。そうしたなかで、一方では必要な文献や資料を丹念に渉猟しつつ、他方では何度もイン
ドを訪問し、自らの足で調査やインタビューを積み重ねることによってテーマの一層の掘り下げを行ったこと
は大いに評価されてよい。とくに、調査がなかなかむつかしいIS部門であれば、その成果は余計に注目に値す
る。 
 第２は、労使関係研究における位置についてである。インド研究ということであれば、もはや目新しいこと
ではないところまできているかもしれないが、しかし対象とする領域が労使関係となれば別のように思われる。
途上国研究において不安定な就労を取り扱うケースは多々みられるが、組織化された部門と非組織化された部
門との比較を統計的なデータをフルに使って分析したこと、インド労働市場の構造的特性が分折されたこと、
女性の労働力化の実態の掘り下げが行われたこと、さらにはその国の労働組合や労働運動の状況や、実際の労
働法制の展開といったところまで立ち入る形で検討が加えられたこと、1990年代以降のインドにおける経済自
由化の様相が、労働市場に即して明らかにされたこと等は、とくにわが国ではまだ極めて珍しい貴重な成果だ
といってよいと思われる。 
 第３は、アジアにおける福祉国家論やセーフテイネット論とのかかわりについてである。1990年におけるエ
スピンーアンデルセンの福祉レジームについての問題提起以来、アジアに対する関心が一気に高まってきてい
る。アジアといったとき、－体どの国が福祉同家の段階に到達しているのか、もしそうだとしたらその国の雇
用と社会保障は欧米のレジームと比較していかなる特性を有しているのかといったことに対してである。現在
焦点となっているのは、主に東アジアであるが、いずれそれはインドをはじめとする他の地域に移ってくるで
あろう。一方、近年アジアレベルでのセーフテイネットをいかに考え、いかに作りあげていくべきなのかとい
うことに対する動きが生じつつあるが、そうした点についてはまだ必ずしも十分な学術的成果が出ていない。
かかる国際的潮流に対しても本論文から発せられるメッセージは魅力的であるし、学問的な貢献は実に大きな
ものがある。 
 いずれにしても、広範囲にわたる文献・資料の渉猟のみならず、粘り強く現地調査を続けた成果に基づく本
論文は、これまでのこの領域の研究史の水準を大きく凌駕するものである。 
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